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は
じ
め
に

　

我
が
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
の
厳
し
い
戦
い
の
最
中
に
あ
り
、

感
染
拡
大
防
止
対
策
に
伴
い
交
通
・
観
光

需
要
が
減
少
す
る
な
ど
、
関
係
者
は
未
曾

有
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
豪
雨
や
大
雪
等

の
自
然
災
害
も
年
々
激
甚
化
・
頻
繁
化
し

て
い
ま
す
。

　

山
梨
県
は
、
南
に
富
士
山
、
西
に
南
ア
ル

プ
ス
、北
に
八
ヶ
岳
、東
に
奥
秩
父
山
地
な
ど
、

海
抜
2
0
0
0
メ
ー
ト
ル
を
越
す
風
光
明

媚
な
山
々
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
県
内
人
口
の

約
7
割
が
集
中
す
る
甲
府
盆
地
を
中
心
に
、

可
住
地
面
積
が
県
土
の
わ
ず
か
２
割
し
か
な

い
こ
と
か
ら
、
都
市
間
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
脆
弱
で
あ
る
一
方
で
、
都
市
内
で
は
交

通
集
中
に
伴
う
幹
線
道
路
の
渋
滞
が
発
生

し
や
す
い
特
性
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
国
土
交
通

省
関
東
地
方
整
備
局
は
、
地
域
の
生
活
や

経
済
活
動
を
支
え
る
真
に
必
要
な
社
会
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
・
活
用
し
て
い
く
事
業
を

担
当
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
中
部
横
断
自
動
車
道
の
山
梨
〜
静
岡
間

が
全
線
開
通
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

路
線
概
要

　

中
部
横
断
自
動
車
道
は
、
東
名
高
速
道

中部横断自動車道（山梨～静岡間）
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明日を築くプロジェクトの風景♯003

路
、
新
東
名
高
速
道
路
、
中
央
自
動
車
道
、

上
信
越
自
動
車
道
と
接
続
し
、
太
平
洋
と

日
本
海
を
結
ぶ
重
要
な
道
路
で
す
。

　

本
路
線
は
、
昭
和
62
年
6
月
、
高
規
格

幹
線
道
路
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ
、
同
年

９
月
、
静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
か

ら
長
野
県
佐
久
市
間
が
予
定
路
線
と
し
て

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
3
年
12
月
に
は
新
清
水
J
C
T
〜

増
穂
I
C
間
の
基
本
計
画
が
決
定
、
平
成

8
年
12
月
に
同
区
間
の
整
備
計
画
が
決
定
、

平
成
10
年
12
月
に
同
区
間
の
施
行
命
令
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。

直
轄
高
速
方
式
に
よ
る
施
行

　

平
成
18
年
2
月
に
は
整
備
計
画
の
変
更

が
な
さ
れ
、
山
梨
県
南
部
町
の
富
沢
I
C

か
ら
同
県
市
川
三
郷
町
の
六
郷
I
C
の
区

間
（
28
・
3
㎞
）
が
直
轄
高
速
方
式
で
整

備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
区
間
に

つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
用
地
買
収

に
着
手
し
、
平
成
21
年
3
月
に
起
工
式
を

開
催
し
、順
次
、工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

工
事
の
特
徴

・ 

ト
ン
ネ
ル
5
割
、
橋
梁
2
割

　

富
沢
I
C
か
ら
六
郷
I
C
の
区
間
（
以

下
、「
当
該
区
間
」
と
い
う
）
は
、
富
士

川
沿
い
の
急
峻
な
山
岳
地
帯
を
通
過
す
る

こ
と
か
ら
、
延
長
の
約
５
割
が
ト
ン
ネ
ル
、

約
２
割
が
橋
梁
と
な
る
構
造
物
の
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・ 

現
場
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
路

　

当
該
区
間
は
、
富
士
川
に
平
行
し
て
幹

線
道
路
及
び
J
R
身
延
線
が
走
り
、
狭
隘

な
平
地
に
民
家
が
連
担
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
を
回
避
し
現
場
ま
で
ア
ク
セ

ス
す
る
延
長
１
㎞
を
超
え
る
長
大
な
仮
桟

橋
に
よ
る
工
事
用
道
路
を
複
数
設
置
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

・ 

脆
い
地
質
条
件

　

当
該
区
間
は
、
糸
魚
川
・
静
岡
構
造
線

の
付
近
を
並
行
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
地
質
が
脆
く
、
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
で
は
、

掘
削
面
の
崩
落
、
地
盤
の
膨
張
に
よ
る
断

面
変
形
、
お
よ
び
掘
削
中
の
湧
水
な
ど
、

当
初
想
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
事
象
が
発

生
し
た
た
め
、
支
保
工
の
見
直
し
、
ト
ン
ネ

ル
補
助
工
法
の
追
加
、
止
水
対
策
の
追
加

な
ど
の
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

橋
梁
構
造

　
当
該
区
間
に
は
、
橋
梁
が
41
橋
計
画
さ
れ
、

そ
の
内
訳
は
Ｐ
Ｃ
橋
が
13
橋
、
鋼
橋
が
28
橋

と
な
り
ま
す
。
橋
梁
の
設
計
で
は
、
構
造
性
、

施
工
性
、
環
境
適
応
性
、
維
持
管
理
性
、

経
済
性
等
を
総
合
的
に
検
討
し
決
定
し
て
い

ま
す
。Ｐ
Ｃ
橋
に
つ
い
て
は
、一
例
と
し
て
、

維
持
管
理
性
の
観
点
か
ら
塗
装
塗
替
え
が

不
要
で
あ
る
点
、
施
工
性
の
観
点
か
ら
現
場

内
へ
の
大
型
部
材
の
搬
入
が
な
い
点
等
で
場

所
打
ち
Ｐ
Ｃ
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

i-C
onstruction

の
取
組
み

　

当
該
区
間
で
は
、
複
数
の
工
事
で

i-Construction

の
取
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
P
C
5
径
間
連

結
ポ
ス
テ
ン
コ
ン
ポ
桁
橋
の
長
戸
川
橋
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
３
次
元
モ
デ
ル
に
よ
る
設
計
照
査

　

設
計
図
を
３
次
元
モ
デ
ル
で
作
成
す
る

こ
と
に
よ
り
配
置
が
複
雑
で
あ
る
Ｐ
Ｃ

ケ
ー
ブ
ル
と
鉄
筋
の
干
渉
、
排
水
管
と
検

査
路
の
干
渉
等
、
２
次
元
で
は
イ
メ
ー
ジ

し
に
く
い
箇
所
を
３
次
元
で
表
現
す
る
こ

と
で
照
査
精
度
の
向
上
に
繋
が
り
ま
し
た
。

②
施
工
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
作
成  

　
に
よ
る
施
工
計
画
の
可
視
化

　
３
次
元
施
工
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を

作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
架
設
工
の
可
視
化

や
、
連
結
部
の
長
尺
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
に
よ
る

締
固
め
時
の
可
視
化
等
、
施
工
性
の
確
認
や

作
業
者
の
理
解
度
向
上
に
繋
が
り
ま
し
た
。

③
４
Ｄ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
3
D
モ
デ
ル
と
施
工
ス
テ
ッ
プ
を
関
連
付
け

る
4
D
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
（
3
D
＋
時
間
軸
）

に
も
取
組
み
工
程
の
可
視
化
を
行
う
こ
と
で
、

施
工
手
順
の
妥
当
性
を
確
認
、
進
捗
予
想
を

明
確
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

④
遠
隔
臨
場
で
の
段
階
確
認

　

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
Ａ
Ｓ
Ｐ
を
利
用
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
用
い
て
、

遠
隔
臨
場
で
段
階
確
認
を
実
施
し
ま
し
た
。

発
注
者
の
移
動
時
間
が
省
か
れ
る
た
め
立

会
の
日
程
調
整
が
容
易
と
な
り
、
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
も
有
効

で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

山
梨
〜
静
岡
間
の
全
線
開
通

　

平
成
31
年
３
月
10
日
、
下
部
温
泉
早
川

I
C
〜
六
郷
I
C
の
区
間
（
延
長
8
・
4 

㎞
）が
開
通
。続
い
て
令
和
元
年
11
月
17
日
、

富
沢
I
C
〜
南
部
I
C
の
区
間
（
延
長

6
・
7 

㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
着
工
か
ら
十
年
余
の
歳
月
を

経
て
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
最
後
の
未

開
通
区
間
で
あ
っ
た
南
部
I
C
〜
下
部
温

泉
早
川
I
C
（
13
・
2
㎞
）
が
、
令
和
3

年
8
月
29
日（
日
）16
時
に
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
山
梨
〜
静
岡
間
が
全
線
開

通
し
、
東
名
高
速
道
路
と
新
東
名
高
速
道

路
、
中
央
自
動
車
道
が
高
速
道
路
に
よ
り

直
結
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

開
通
式
典
で
の
期
待
の
声

　

開
通
当
日
は
、
参
加
者
や
会
場
施
設
の

縮
小
、
受
付
で
の
検
温
や
手
の
消
毒
、
参

加
者
の
離
隔
の
確
保
、
マ
イ
ク
の
交
換
、
参

加
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
の
W
E
B
に
よ

る
ラ
イ
ブ
配
信
を
実
施
す
る
な
ど
の
対
策

を
と
っ
た
上
で
開
通
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

来
賓
か
ら
は
、
開
通
後
の
期
待
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

・ 

産
業
面
で
は
、
清
水
港
や
富
士
山
静
岡

空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
り
、
山
梨

県
の
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
の
農
産
品
が
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
付
加
価
値
の
高
い
状
態
で
輸
出
可

能
と
な
る
。

・ 

山
梨
県
水
素
燃
料
電
池
バ
レ
ー
構
想
と

静
岡
県
や
中
京
圏
の
自
動
車
産
業
と
の
連

携
も
視
野
に
入
る
。

・ 

被
災
に
よ
り
中
央
道
が
寸
断
し
た
場
合
、

首
都
圏
方
面
へ
の
広
域
的
な
迂
回
路
と
な

り
、
国
土
強
靱
化
の
面
で
も
重
要
で
あ
る
。

全
線
開
通
後
の
交
通
状
況

　

今
回
開
通
し
た
区
間
の
交
通
量
（
速
報

値
）
は
、
平
日
で
は
7
7
0
0
台
／
日
、

休
日
で
1
万
1
4
0
0
台
／
日
で
す
。一
方
、

並
行
す
る
国
道
52
号
の
交
通
量
は
約
２
割

減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
休
日
の
大

型
車
は
4
割
減
少
し
、
国
道
52
号
か
ら
中

部
横
断
自
動
車
道
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

接
続
す
る
有
料
区
間
の
交
通
量
も
、
開

通
前
に
比
べ
て
、
平
日
で
3
割
増
加
、
休

日
で
4
割
増
加
し
て
い
ま
す
。

整
備
効
果

　
今
回
の
開
通
に
よ
り
、
山
梨
県
か
ら
静
岡

県
の
県
庁
間
の
所
要
時
間
が
約
70
分
短
縮
さ

れ
95
分
と
な
り
、
こ
の
時
間
短
縮
に
よ
り
、

物
流
の
効
率
化
、
産
業
の
活
性
化
、
観
光
交

流
の
拡
大
に
よ
る
地
域
雇
用
の
創
出
な
ど
、

地
域
経
済
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

①
海
外
輸
出
の
促
進

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
整
備
に
よ
り
、

山
梨
県
か
ら
国
際
拠
点
港
湾
ま
で
の
輸
送

時
間
が
最
大
約
80
分
短
縮
さ
れ
、
合
わ
せ

て
清
水
港
で
は
農
水
産
物
の
輸
出
促
進
に

向
け
、
リ
ー
フ
ァ
ー
コ
ン
テ
ナ
電
源
供
給

設
備
等
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
整
備
、
清
水
港

の
取
り
組
み
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
山
梨

の
主
要
農
産
品
で
あ
る
モ
モ
・
ブ
ド
ウ
等

の
青
果
物
の
海
外
へ
の
輸
出
を
さ
ら
に
促

進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

②
企
業
立
地
の
促
進

　

山
梨
〜
静
岡
間
の
全
線
開
通
に
あ
わ
せ
、

中
部
横
断
自
動
車
道
の
沿
線
で
は
、
高
速

道
路
へ
の
良
好
な
ア
ク
セ
ス
性
か
ら
、
既

に
新
た
な
企
業
立
地
が
進
展
し
て
お
り
、

地
域
の
雇
用
創
出
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

③
富
士
山
を
囲
む
周
遊
観
光
ル
ー
ト
形
成

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
よ

り
、
富
士
山
を
囲
む
新
た
な
広
域
周
遊
観

光
ル
ー
ト
が
形
成
さ
れ
、
首
都
圏
・
中
京

圏
か
ら
の
国
内
観
光
や
富
士
山
静
岡
空
港
・

清
水
港
を
玄
関
口
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
を
は
じ
め
と
す
る
山
梨
・
静
岡
両
県
に

お
け
る
観
光
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
整
備
効
果
以
外
に
も
、
今
回

髙松  諭

国土交通省 関東地方整備局
道路部長

▲ 中部横断自動車道と周辺道路ネットワーク

の
全
線
開
通
日
に
合
わ
せ
て
高
速
バ
ス
の

甲
府
〜
静
岡
線
が
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
山
梨
・
静
岡
両
県
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
バ
イ
・
ふ
じ
の
く
に
」
に
て
、
開
通

後
の
10
月
23
･
24
日
に
静
岡
市
で
開
催
さ

れ
た
物
産
展
で
は
、
多
く
の
方
々
が
来
場

し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
残
る
ミ
ッ
シ
ン

グ
リ
ン
ク
で
あ
る
山
梨
県
北
杜
市
長
坂
か

ら
長
野
県
佐
久
穂
町
八
千
穂
ま
で
の
区
間

に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
お
よ
び
長
野
県
に

お
い
て
都
市
計
画
お
よ
び
環
境
影
響
評
価

の
手
続
き
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
山

梨
県
や
長
野
県
等
の
関
係
自
治
体
と
連
携

し
て
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
に
向

け
、
肝
胆
を
砕
い
て
参
り
ま
す
。

たか まつ　 さとし



21 　PCプレス　2022 ／ Jan. ／ Vol.027

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

は
じ
め
に

　

我
が
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
の
厳
し
い
戦
い
の
最
中
に
あ
り
、

感
染
拡
大
防
止
対
策
に
伴
い
交
通
・
観
光

需
要
が
減
少
す
る
な
ど
、
関
係
者
は
未
曾

有
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
豪
雨
や
大
雪
等

の
自
然
災
害
も
年
々
激
甚
化
・
頻
繁
化
し

て
い
ま
す
。

　

山
梨
県
は
、
南
に
富
士
山
、
西
に
南
ア
ル

プ
ス
、北
に
八
ヶ
岳
、東
に
奥
秩
父
山
地
な
ど
、

海
抜
2
0
0
0
メ
ー
ト
ル
を
越
す
風
光
明

媚
な
山
々
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
県
内
人
口
の

約
7
割
が
集
中
す
る
甲
府
盆
地
を
中
心
に
、

可
住
地
面
積
が
県
土
の
わ
ず
か
２
割
し
か
な

い
こ
と
か
ら
、
都
市
間
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
脆
弱
で
あ
る
一
方
で
、
都
市
内
で
は
交

通
集
中
に
伴
う
幹
線
道
路
の
渋
滞
が
発
生

し
や
す
い
特
性
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
国
土
交
通

省
関
東
地
方
整
備
局
は
、
地
域
の
生
活
や

経
済
活
動
を
支
え
る
真
に
必
要
な
社
会
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
・
活
用
し
て
い
く
事
業
を

担
当
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
中
部
横
断
自
動
車
道
の
山
梨
〜
静
岡
間

が
全
線
開
通
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

路
線
概
要

　

中
部
横
断
自
動
車
道
は
、
東
名
高
速
道

路
、
新
東
名
高
速
道
路
、
中
央
自
動
車
道
、

上
信
越
自
動
車
道
と
接
続
し
、
太
平
洋
と

日
本
海
を
結
ぶ
重
要
な
道
路
で
す
。

　

本
路
線
は
、
昭
和
62
年
6
月
、
高
規
格

幹
線
道
路
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ
、
同
年

９
月
、
静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
か

ら
長
野
県
佐
久
市
間
が
予
定
路
線
と
し
て

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
3
年
12
月
に
は
新
清
水
J
C
T
〜

増
穂
I
C
間
の
基
本
計
画
が
決
定
、
平
成

8
年
12
月
に
同
区
間
の
整
備
計
画
が
決
定
、

平
成
10
年
12
月
に
同
区
間
の
施
行
命
令
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。

直
轄
高
速
方
式
に
よ
る
施
行

　

平
成
18
年
2
月
に
は
整
備
計
画
の
変
更

が
な
さ
れ
、
山
梨
県
南
部
町
の
富
沢
I
C

か
ら
同
県
市
川
三
郷
町
の
六
郷
I
C
の
区

間
（
28
・
3
㎞
）
が
直
轄
高
速
方
式
で
整

備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
区
間
に

つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
用
地
買
収

に
着
手
し
、
平
成
21
年
3
月
に
起
工
式
を

開
催
し
、順
次
、工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

工
事
の
特
徴

・ 

ト
ン
ネ
ル
5
割
、
橋
梁
2
割

　

富
沢
I
C
か
ら
六
郷
I
C
の
区
間
（
以

下
、「
当
該
区
間
」
と
い
う
）
は
、
富
士

川
沿
い
の
急
峻
な
山
岳
地
帯
を
通
過
す
る

こ
と
か
ら
、
延
長
の
約
５
割
が
ト
ン
ネ
ル
、

約
２
割
が
橋
梁
と
な
る
構
造
物
の
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・ 

現
場
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
路

　

当
該
区
間
は
、
富
士
川
に
平
行
し
て
幹

線
道
路
及
び
J
R
身
延
線
が
走
り
、
狭
隘

な
平
地
に
民
家
が
連
担
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
を
回
避
し
現
場
ま
で
ア
ク
セ

ス
す
る
延
長
１
㎞
を
超
え
る
長
大
な
仮
桟

橋
に
よ
る
工
事
用
道
路
を
複
数
設
置
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

・ 

脆
い
地
質
条
件

　

当
該
区
間
は
、
糸
魚
川
・
静
岡
構
造
線

の
付
近
を
並
行
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
地
質
が
脆
く
、
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
で
は
、

掘
削
面
の
崩
落
、
地
盤
の
膨
張
に
よ
る
断

面
変
形
、
お
よ
び
掘
削
中
の
湧
水
な
ど
、

当
初
想
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
事
象
が
発

生
し
た
た
め
、
支
保
工
の
見
直
し
、
ト
ン
ネ

ル
補
助
工
法
の
追
加
、
止
水
対
策
の
追
加

な
ど
の
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

橋
梁
構
造

　
当
該
区
間
に
は
、
橋
梁
が
41
橋
計
画
さ
れ
、

そ
の
内
訳
は
Ｐ
Ｃ
橋
が
13
橋
、
鋼
橋
が
28
橋

と
な
り
ま
す
。
橋
梁
の
設
計
で
は
、
構
造
性
、

施
工
性
、
環
境
適
応
性
、
維
持
管
理
性
、

経
済
性
等
を
総
合
的
に
検
討
し
決
定
し
て
い

ま
す
。Ｐ
Ｃ
橋
に
つ
い
て
は
、一
例
と
し
て
、

維
持
管
理
性
の
観
点
か
ら
塗
装
塗
替
え
が

不
要
で
あ
る
点
、
施
工
性
の
観
点
か
ら
現
場

内
へ
の
大
型
部
材
の
搬
入
が
な
い
点
等
で
場

所
打
ち
Ｐ
Ｃ
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

i-C
onstruction

の
取
組
み

　

当
該
区
間
で
は
、
複
数
の
工
事
で

i-Construction

の
取
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
P
C
5
径
間
連

結
ポ
ス
テ
ン
コ
ン
ポ
桁
橋
の
長
戸
川
橋
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
３
次
元
モ
デ
ル
に
よ
る
設
計
照
査

　

設
計
図
を
３
次
元
モ
デ
ル
で
作
成
す
る

こ
と
に
よ
り
配
置
が
複
雑
で
あ
る
Ｐ
Ｃ

ケ
ー
ブ
ル
と
鉄
筋
の
干
渉
、
排
水
管
と
検

査
路
の
干
渉
等
、
２
次
元
で
は
イ
メ
ー
ジ

し
に
く
い
箇
所
を
３
次
元
で
表
現
す
る
こ

と
で
照
査
精
度
の
向
上
に
繋
が
り
ま
し
た
。

②
施
工
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
作
成  

　
に
よ
る
施
工
計
画
の
可
視
化

　
３
次
元
施
工
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を

作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
架
設
工
の
可
視
化

や
、
連
結
部
の
長
尺
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
に
よ
る

締
固
め
時
の
可
視
化
等
、
施
工
性
の
確
認
や

作
業
者
の
理
解
度
向
上
に
繋
が
り
ま
し
た
。

③
４
Ｄ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
3
D
モ
デ
ル
と
施
工
ス
テ
ッ
プ
を
関
連
付
け

る
4
D
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
（
3
D
＋
時
間
軸
）

に
も
取
組
み
工
程
の
可
視
化
を
行
う
こ
と
で
、

施
工
手
順
の
妥
当
性
を
確
認
、
進
捗
予
想
を

明
確
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

④
遠
隔
臨
場
で
の
段
階
確
認

　

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
Ａ
Ｓ
Ｐ
を
利
用
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
用
い
て
、

遠
隔
臨
場
で
段
階
確
認
を
実
施
し
ま
し
た
。

発
注
者
の
移
動
時
間
が
省
か
れ
る
た
め
立

会
の
日
程
調
整
が
容
易
と
な
り
、
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
も
有
効

で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

山
梨
〜
静
岡
間
の
全
線
開
通

　

平
成
31
年
３
月
10
日
、
下
部
温
泉
早
川

I
C
〜
六
郷
I
C
の
区
間
（
延
長
8
・
4 

㎞
）が
開
通
。続
い
て
令
和
元
年
11
月
17
日
、

富
沢
I
C
〜
南
部
I
C
の
区
間
（
延
長

6
・
7 

㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
着
工
か
ら
十
年
余
の
歳
月
を

経
て
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
最
後
の
未

開
通
区
間
で
あ
っ
た
南
部
I
C
〜
下
部
温

泉
早
川
I
C
（
13
・
2
㎞
）
が
、
令
和
3

年
8
月
29
日（
日
）16
時
に
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
山
梨
〜
静
岡
間
が
全
線
開

通
し
、
東
名
高
速
道
路
と
新
東
名
高
速
道

路
、
中
央
自
動
車
道
が
高
速
道
路
に
よ
り

直
結
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

開
通
式
典
で
の
期
待
の
声

　

開
通
当
日
は
、
参
加
者
や
会
場
施
設
の

縮
小
、
受
付
で
の
検
温
や
手
の
消
毒
、
参

加
者
の
離
隔
の
確
保
、
マ
イ
ク
の
交
換
、
参

加
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
の
W
E
B
に
よ

る
ラ
イ
ブ
配
信
を
実
施
す
る
な
ど
の
対
策

を
と
っ
た
上
で
開
通
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

来
賓
か
ら
は
、
開
通
後
の
期
待
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

・ 

産
業
面
で
は
、
清
水
港
や
富
士
山
静
岡

空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
り
、
山
梨

県
の
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
の
農
産
品
が
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
付
加
価
値
の
高
い
状
態
で
輸
出
可

能
と
な
る
。

・ 

山
梨
県
水
素
燃
料
電
池
バ
レ
ー
構
想
と

静
岡
県
や
中
京
圏
の
自
動
車
産
業
と
の
連

携
も
視
野
に
入
る
。

・ 

被
災
に
よ
り
中
央
道
が
寸
断
し
た
場
合
、

首
都
圏
方
面
へ
の
広
域
的
な
迂
回
路
と
な

り
、
国
土
強
靱
化
の
面
で
も
重
要
で
あ
る
。

全
線
開
通
後
の
交
通
状
況

　

今
回
開
通
し
た
区
間
の
交
通
量
（
速
報

値
）
は
、
平
日
で
は
7
7
0
0
台
／
日
、

休
日
で
1
万
1
4
0
0
台
／
日
で
す
。一
方
、

並
行
す
る
国
道
52
号
の
交
通
量
は
約
２
割

減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
休
日
の
大

型
車
は
4
割
減
少
し
、
国
道
52
号
か
ら
中

部
横
断
自
動
車
道
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

接
続
す
る
有
料
区
間
の
交
通
量
も
、
開

通
前
に
比
べ
て
、
平
日
で
3
割
増
加
、
休

日
で
4
割
増
加
し
て
い
ま
す
。

整
備
効
果

　
今
回
の
開
通
に
よ
り
、
山
梨
県
か
ら
静
岡

県
の
県
庁
間
の
所
要
時
間
が
約
70
分
短
縮
さ

れ
95
分
と
な
り
、
こ
の
時
間
短
縮
に
よ
り
、

物
流
の
効
率
化
、
産
業
の
活
性
化
、
観
光
交

流
の
拡
大
に
よ
る
地
域
雇
用
の
創
出
な
ど
、

地
域
経
済
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

①
海
外
輸
出
の
促
進

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
整
備
に
よ
り
、

山
梨
県
か
ら
国
際
拠
点
港
湾
ま
で
の
輸
送

時
間
が
最
大
約
80
分
短
縮
さ
れ
、
合
わ
せ

て
清
水
港
で
は
農
水
産
物
の
輸
出
促
進
に

向
け
、
リ
ー
フ
ァ
ー
コ
ン
テ
ナ
電
源
供
給

設
備
等
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
整
備
、
清
水
港

の
取
り
組
み
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
山
梨

の
主
要
農
産
品
で
あ
る
モ
モ
・
ブ
ド
ウ
等

の
青
果
物
の
海
外
へ
の
輸
出
を
さ
ら
に
促

進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

②
企
業
立
地
の
促
進

　

山
梨
〜
静
岡
間
の
全
線
開
通
に
あ
わ
せ
、

中
部
横
断
自
動
車
道
の
沿
線
で
は
、
高
速

道
路
へ
の
良
好
な
ア
ク
セ
ス
性
か
ら
、
既

に
新
た
な
企
業
立
地
が
進
展
し
て
お
り
、

地
域
の
雇
用
創
出
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

③
富
士
山
を
囲
む
周
遊
観
光
ル
ー
ト
形
成

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
よ

り
、
富
士
山
を
囲
む
新
た
な
広
域
周
遊
観

光
ル
ー
ト
が
形
成
さ
れ
、
首
都
圏
・
中
京

圏
か
ら
の
国
内
観
光
や
富
士
山
静
岡
空
港
・

清
水
港
を
玄
関
口
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
を
は
じ
め
と
す
る
山
梨
・
静
岡
両
県
に

お
け
る
観
光
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
整
備
効
果
以
外
に
も
、
今
回

▲ 椿川橋（ＰＣ５径間連続ラーメン箱桁橋）▲ 下八木沢工事用道路

▲ 中部横断自動車道（山梨～静岡間）路線図

▲ 構造物の割合

の
全
線
開
通
日
に
合
わ
せ
て
高
速
バ
ス
の

甲
府
〜
静
岡
線
が
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
山
梨
・
静
岡
両
県
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
バ
イ
・
ふ
じ
の
く
に
」
に
て
、
開
通

後
の
10
月
23
･
24
日
に
静
岡
市
で
開
催
さ

れ
た
物
産
展
で
は
、
多
く
の
方
々
が
来
場

し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
残
る
ミ
ッ
シ
ン

グ
リ
ン
ク
で
あ
る
山
梨
県
北
杜
市
長
坂
か

ら
長
野
県
佐
久
穂
町
八
千
穂
ま
で
の
区
間

に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
お
よ
び
長
野
県
に

お
い
て
都
市
計
画
お
よ
び
環
境
影
響
評
価

の
手
続
き
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
山

梨
県
や
長
野
県
等
の
関
係
自
治
体
と
連
携

し
て
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
に
向

け
、
肝
胆
を
砕
い
て
参
り
ま
す
。

■構造物の割合
多くのトンネルと橋を有する高速道路
中部横断自動車道（富沢～六郷）には、多くのトンネルと橋が
あります。延長28.3kmのうち、約75%はトンネルや橋梁です。

中部横断自動車道
（富沢～六郷）

トンネル部
橋梁部
土工部

高速自動車国道
（全国）

○トンネル：19本
○橋　　梁：41本

全体の約75%

13%

0%

高速自動車国道（全国）：道路統計年報2020（2019.3.31時点）より

50% 100%

16% 71%

22%53% 25%

中日本高速道路㈱施行 国土交通省施行 直轄高速区間 28.3km 中日本高速道路㈱施行
2019年11月
開通

2019年3月
開通

2021年8月29日
開通
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は
じ
め
に

　

我
が
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
の
厳
し
い
戦
い
の
最
中
に
あ
り
、

感
染
拡
大
防
止
対
策
に
伴
い
交
通
・
観
光

需
要
が
減
少
す
る
な
ど
、
関
係
者
は
未
曾

有
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
豪
雨
や
大
雪
等

の
自
然
災
害
も
年
々
激
甚
化
・
頻
繁
化
し

て
い
ま
す
。

　

山
梨
県
は
、
南
に
富
士
山
、
西
に
南
ア
ル

プ
ス
、北
に
八
ヶ
岳
、東
に
奥
秩
父
山
地
な
ど
、

海
抜
2
0
0
0
メ
ー
ト
ル
を
越
す
風
光
明

媚
な
山
々
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
県
内
人
口
の

約
7
割
が
集
中
す
る
甲
府
盆
地
を
中
心
に
、

可
住
地
面
積
が
県
土
の
わ
ず
か
２
割
し
か
な

い
こ
と
か
ら
、
都
市
間
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
脆
弱
で
あ
る
一
方
で
、
都
市
内
で
は
交

通
集
中
に
伴
う
幹
線
道
路
の
渋
滞
が
発
生

し
や
す
い
特
性
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
国
土
交
通

省
関
東
地
方
整
備
局
は
、
地
域
の
生
活
や

経
済
活
動
を
支
え
る
真
に
必
要
な
社
会
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
・
活
用
し
て
い
く
事
業
を

担
当
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
中
部
横
断
自
動
車
道
の
山
梨
〜
静
岡
間

が
全
線
開
通
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

路
線
概
要

　

中
部
横
断
自
動
車
道
は
、
東
名
高
速
道

路
、
新
東
名
高
速
道
路
、
中
央
自
動
車
道
、

上
信
越
自
動
車
道
と
接
続
し
、
太
平
洋
と

日
本
海
を
結
ぶ
重
要
な
道
路
で
す
。

　

本
路
線
は
、
昭
和
62
年
6
月
、
高
規
格

幹
線
道
路
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ
、
同
年

９
月
、
静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
か

ら
長
野
県
佐
久
市
間
が
予
定
路
線
と
し
て

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
3
年
12
月
に
は
新
清
水
J
C
T
〜

増
穂
I
C
間
の
基
本
計
画
が
決
定
、
平
成

8
年
12
月
に
同
区
間
の
整
備
計
画
が
決
定
、

平
成
10
年
12
月
に
同
区
間
の
施
行
命
令
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。

直
轄
高
速
方
式
に
よ
る
施
行

　

平
成
18
年
2
月
に
は
整
備
計
画
の
変
更

が
な
さ
れ
、
山
梨
県
南
部
町
の
富
沢
I
C

か
ら
同
県
市
川
三
郷
町
の
六
郷
I
C
の
区

間
（
28
・
3
㎞
）
が
直
轄
高
速
方
式
で
整

備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
区
間
に

つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
用
地
買
収

に
着
手
し
、
平
成
21
年
3
月
に
起
工
式
を

開
催
し
、順
次
、工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

工
事
の
特
徴

・ 

ト
ン
ネ
ル
5
割
、
橋
梁
2
割

　

富
沢
I
C
か
ら
六
郷
I
C
の
区
間
（
以

下
、「
当
該
区
間
」
と
い
う
）
は
、
富
士

川
沿
い
の
急
峻
な
山
岳
地
帯
を
通
過
す
る

こ
と
か
ら
、
延
長
の
約
５
割
が
ト
ン
ネ
ル
、

約
２
割
が
橋
梁
と
な
る
構
造
物
の
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・ 

現
場
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
路

　

当
該
区
間
は
、
富
士
川
に
平
行
し
て
幹

線
道
路
及
び
J
R
身
延
線
が
走
り
、
狭
隘

な
平
地
に
民
家
が
連
担
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
を
回
避
し
現
場
ま
で
ア
ク
セ

ス
す
る
延
長
１
㎞
を
超
え
る
長
大
な
仮
桟

橋
に
よ
る
工
事
用
道
路
を
複
数
設
置
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

・ 

脆
い
地
質
条
件

　

当
該
区
間
は
、
糸
魚
川
・
静
岡
構
造
線

の
付
近
を
並
行
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
地
質
が
脆
く
、
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
で
は
、

掘
削
面
の
崩
落
、
地
盤
の
膨
張
に
よ
る
断

面
変
形
、
お
よ
び
掘
削
中
の
湧
水
な
ど
、

当
初
想
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
事
象
が
発

生
し
た
た
め
、
支
保
工
の
見
直
し
、
ト
ン
ネ

ル
補
助
工
法
の
追
加
、
止
水
対
策
の
追
加

な
ど
の
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

橋
梁
構
造

　
当
該
区
間
に
は
、
橋
梁
が
41
橋
計
画
さ
れ
、

そ
の
内
訳
は
Ｐ
Ｃ
橋
が
13
橋
、
鋼
橋
が
28
橋

と
な
り
ま
す
。
橋
梁
の
設
計
で
は
、
構
造
性
、

施
工
性
、
環
境
適
応
性
、
維
持
管
理
性
、

経
済
性
等
を
総
合
的
に
検
討
し
決
定
し
て
い

ま
す
。Ｐ
Ｃ
橋
に
つ
い
て
は
、一
例
と
し
て
、

維
持
管
理
性
の
観
点
か
ら
塗
装
塗
替
え
が

不
要
で
あ
る
点
、
施
工
性
の
観
点
か
ら
現
場

内
へ
の
大
型
部
材
の
搬
入
が
な
い
点
等
で
場

所
打
ち
Ｐ
Ｃ
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

i-C
onstruction

の
取
組
み

　

当
該
区
間
で
は
、
複
数
の
工
事
で

i-Construction

の
取
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
P
C
5
径
間
連

結
ポ
ス
テ
ン
コ
ン
ポ
桁
橋
の
長
戸
川
橋
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
３
次
元
モ
デ
ル
に
よ
る
設
計
照
査

　

設
計
図
を
３
次
元
モ
デ
ル
で
作
成
す
る

こ
と
に
よ
り
配
置
が
複
雑
で
あ
る
Ｐ
Ｃ

ケ
ー
ブ
ル
と
鉄
筋
の
干
渉
、
排
水
管
と
検

査
路
の
干
渉
等
、
２
次
元
で
は
イ
メ
ー
ジ

し
に
く
い
箇
所
を
３
次
元
で
表
現
す
る
こ

と
で
照
査
精
度
の
向
上
に
繋
が
り
ま
し
た
。

②
施
工
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
作
成  

　
に
よ
る
施
工
計
画
の
可
視
化

　
３
次
元
施
工
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を

作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
架
設
工
の
可
視
化

や
、
連
結
部
の
長
尺
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
に
よ
る

締
固
め
時
の
可
視
化
等
、
施
工
性
の
確
認
や

作
業
者
の
理
解
度

向
上
に
繋
が
り
ま
し

た
。

③
４
Ｄ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
3
D
モ
デ
ル
と
施
工
ス
テ
ッ
プ
を
関
連
付
け

る
4
D
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
（
3
D
＋
時
間
軸
）

に
も
取
組
み
工
程
の
可
視
化
を
行
う
こ
と
で
、

施
工
手
順
の
妥
当
性
を
確
認
、
進
捗
予
想
を

明
確
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

④
遠
隔
臨
場
で
の
段
階
確
認

　

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
Ａ
Ｓ
Ｐ
を
利
用
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
用
い
て
、

遠
隔
臨
場
で
段
階
確
認
を
実
施
し
ま
し
た
。

発
注
者
の
移
動
時
間
が
省
か
れ
る
た
め
立

会
の
日
程
調
整
が
容
易
と
な
り
、
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
も
有
効

で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

山
梨
〜
静
岡
間
の
全
線
開
通

　

平
成
31
年
３
月
10
日
、
下
部
温
泉
早
川

I
C
〜
六
郷
I
C
の
区
間
（
延
長
8
・
4 

㎞
）が
開
通
。続
い
て
令
和
元
年
11
月
17
日
、

富
沢
I
C
〜
南
部
I
C
の
区
間
（
延
長

6
・
7 

㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
着
工
か
ら
十
年
余
の
歳
月
を

経
て
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
最
後
の
未

開
通
区
間
で
あ
っ
た
南
部
I
C
〜
下
部
温

泉
早
川
I
C
（
13
・
2
㎞
）
が
、
令
和
3

年
8
月
29
日（
日
）16
時
に
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
山
梨
〜
静
岡
間
が
全
線
開

通
し
、
東
名
高
速
道
路
と
新
東
名
高
速
道

路
、
中
央
自
動
車
道
が
高
速
道
路
に
よ
り

直
結
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

開
通
式
典
で
の
期
待
の
声

　

開
通
当
日
は
、
参
加
者
や
会
場
施
設
の

縮
小
、
受
付
で
の
検
温
や
手
の
消
毒
、
参

加
者
の
離
隔
の
確
保
、
マ
イ
ク
の
交
換
、
参

加
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
の
W
E
B
に
よ

る
ラ
イ
ブ
配
信
を
実
施
す
る
な
ど
の
対
策

を
と
っ
た
上
で
開
通
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

来
賓
か
ら
は
、
開
通
後
の
期
待
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

・ 

産
業
面
で
は
、
清
水
港
や
富
士
山
静
岡

空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
り
、
山
梨

県
の
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
の
農
産
品
が
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
付
加
価
値
の
高
い
状
態
で
輸
出
可

能
と
な
る
。

・ 

山
梨
県
水
素
燃
料
電
池
バ
レ
ー
構
想
と

静
岡
県
や
中
京
圏
の
自
動
車
産
業
と
の
連

携
も
視
野
に
入
る
。

・ 

被
災
に
よ
り
中
央
道
が
寸
断
し
た
場
合
、

首
都
圏
方
面
へ
の
広
域
的
な
迂
回
路
と
な

り
、
国
土
強
靱
化
の
面
で
も
重
要
で
あ
る
。

全
線
開
通
後
の
交
通
状
況

　

今
回
開
通
し
た
区
間
の
交
通
量
（
速
報

値
）
は
、
平
日
で
は
7
7
0
0
台
／
日
、

休
日
で
1
万
1
4
0
0
台
／
日
で
す
。一
方
、

並
行
す
る
国
道
52
号
の
交
通
量
は
約
２
割

減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
休
日
の
大

型
車
は
4
割
減
少
し
、
国
道
52
号
か
ら
中

部
横
断
自
動
車
道
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

接
続
す
る
有
料
区
間
の
交
通
量
も
、
開

通
前
に
比
べ
て
、
平
日
で
3
割
増
加
、
休

日
で
4
割
増
加
し
て
い
ま
す
。

整
備
効
果

　
今
回
の
開
通
に
よ
り
、
山
梨
県
か
ら
静
岡

県
の
県
庁
間
の
所
要
時
間
が
約
70
分
短
縮
さ

れ
95
分
と
な
り
、
こ
の
時
間
短
縮
に
よ
り
、

物
流
の
効
率
化
、
産
業
の
活
性
化
、
観
光
交

流
の
拡
大
に
よ
る
地
域
雇
用
の
創
出
な
ど
、

地
域
経
済
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

①
海
外
輸
出
の
促
進

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
整
備
に
よ
り
、

山
梨
県
か
ら
国
際
拠
点
港
湾
ま
で
の
輸
送

時
間
が
最
大
約
80
分
短
縮
さ
れ
、
合
わ
せ

て
清
水
港
で
は
農
水
産
物
の
輸
出
促
進
に

向
け
、
リ
ー
フ
ァ
ー
コ
ン
テ
ナ
電
源
供
給

設
備
等
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
整
備
、
清
水
港

の
取
り
組
み
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
山
梨

の
主
要
農
産
品
で
あ
る
モ
モ
・
ブ
ド
ウ
等

の
青
果
物
の
海
外
へ
の
輸
出
を
さ
ら
に
促

進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

②
企
業
立
地
の
促
進

　

山
梨
〜
静
岡
間
の
全
線
開
通
に
あ
わ
せ
、

中
部
横
断
自
動
車
道
の
沿
線
で
は
、
高
速

道
路
へ
の
良
好
な
ア
ク
セ
ス
性
か
ら
、
既

に
新
た
な
企
業
立
地
が
進
展
し
て
お
り
、

地
域
の
雇
用
創
出
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

③
富
士
山
を
囲
む
周
遊
観
光
ル
ー
ト
形
成

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
よ

り
、
富
士
山
を
囲
む
新
た
な
広
域
周
遊
観

光
ル
ー
ト
が
形
成
さ
れ
、
首
都
圏
・
中
京

圏
か
ら
の
国
内
観
光
や
富
士
山
静
岡
空
港
・

清
水
港
を
玄
関
口
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
を
は
じ
め
と
す
る
山
梨
・
静
岡
両
県
に

▲ 長尺バイブレータ使用の検討 ▲ 架設工シミュレーション

▲ PC橋梁一覧

▲ 適用支間（実績）

▲ 排水管と検査路の干渉確認

▲ 段階確認（配筋） ▲ ４Ｄシミュレーション

お
け
る
観
光
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
整
備
効
果
以
外
に
も
、
今
回

の
全
線
開
通
日
に
合
わ
せ
て
高
速
バ
ス
の

甲
府
〜
静
岡
線
が
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
山
梨
・
静
岡
両
県
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
バ
イ
・
ふ
じ
の
く
に
」
に
て
、
開
通

後
の
10
月
23
･
24
日
に
静
岡
市
で
開
催
さ

れ
た
物
産
展
で
は
、
多
く
の
方
々
が
来
場

し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
残
る
ミ
ッ
シ
ン

グ
リ
ン
ク
で
あ
る
山
梨
県
北
杜
市
長
坂
か

ら
長
野
県
佐
久
穂
町
八
千
穂
ま
で
の
区
間

に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
お
よ
び
長
野
県
に

お
い
て
都
市
計
画
お
よ
び
環
境
影
響
評
価

の
手
続
き
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
山

梨
県
や
長
野
県
等
の
関
係
自
治
体
と
連
携

し
て
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
に
向

け
、
肝
胆
を
砕
い
て
参
り
ま
す
。

橋梁名
不動川橋
天神沢川橋
根岸沢川橋
原戸川橋
宮根川橋
楮根川橋
桑柄川橋
一色川橋
渡々沢川橋
長戸川橋
田中川橋
田原川橋
椿川橋

橋長（m）
23.5
26
34.5
59.5
76
98
127
131.5
144
193
210
238
387

上部工形式
PC 単純プレテン T 桁橋
単純 PC 中空床版橋
単純ポステンコンポ桁橋
PC2 径間連結ポステンコンポ桁橋
PC2 径間連結ポステンコンポ桁橋
PC3 径間連結ポステンコンポ桁橋
PC2 径間連続 T 形ラーメン箱桁橋
PC2 径間連続 T 形ラーメン箱桁橋
PC2 径間連続 T 形ラーメン箱桁橋
PC5 径間連結ポステンコンポ桁橋
PC3 径間連続ラーメン箱桁橋
PC4 径間連続ラーメン箱桁橋
PC5 径間連続ラーメン箱桁橋
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は
じ
め
に

　

我
が
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
の
厳
し
い
戦
い
の
最
中
に
あ
り
、

感
染
拡
大
防
止
対
策
に
伴
い
交
通
・
観
光

需
要
が
減
少
す
る
な
ど
、
関
係
者
は
未
曾

有
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
豪
雨
や
大
雪
等

の
自
然
災
害
も
年
々
激
甚
化
・
頻
繁
化
し

て
い
ま
す
。

　

山
梨
県
は
、
南
に
富
士
山
、
西
に
南
ア
ル

プ
ス
、北
に
八
ヶ
岳
、東
に
奥
秩
父
山
地
な
ど
、

海
抜
2
0
0
0
メ
ー
ト
ル
を
越
す
風
光
明

媚
な
山
々
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
県
内
人
口
の

約
7
割
が
集
中
す
る
甲
府
盆
地
を
中
心
に
、

可
住
地
面
積
が
県
土
の
わ
ず
か
２
割
し
か
な

い
こ
と
か
ら
、
都
市
間
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
脆
弱
で
あ
る
一
方
で
、
都
市
内
で
は
交

通
集
中
に
伴
う
幹
線
道
路
の
渋
滞
が
発
生

し
や
す
い
特
性
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
国
土
交
通

省
関
東
地
方
整
備
局
は
、
地
域
の
生
活
や

経
済
活
動
を
支
え
る
真
に
必
要
な
社
会
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
・
活
用
し
て
い
く
事
業
を

担
当
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
中
部
横
断
自
動
車
道
の
山
梨
〜
静
岡
間

が
全
線
開
通
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

路
線
概
要

　

中
部
横
断
自
動
車
道
は
、
東
名
高
速
道

路
、
新
東
名
高
速
道
路
、
中
央
自
動
車
道
、

上
信
越
自
動
車
道
と
接
続
し
、
太
平
洋
と

日
本
海
を
結
ぶ
重
要
な
道
路
で
す
。

　

本
路
線
は
、
昭
和
62
年
6
月
、
高
規
格

幹
線
道
路
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ
、
同
年

９
月
、
静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
か

ら
長
野
県
佐
久
市
間
が
予
定
路
線
と
し
て

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
3
年
12
月
に
は
新
清
水
J
C
T
〜

増
穂
I
C
間
の
基
本
計
画
が
決
定
、
平
成

8
年
12
月
に
同
区
間
の
整
備
計
画
が
決
定
、

平
成
10
年
12
月
に
同
区
間
の
施
行
命
令
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。

直
轄
高
速
方
式
に
よ
る
施
行

　

平
成
18
年
2
月
に
は
整
備
計
画
の
変
更

が
な
さ
れ
、
山
梨
県
南
部
町
の
富
沢
I
C

か
ら
同
県
市
川
三
郷
町
の
六
郷
I
C
の
区

間
（
28
・
3
㎞
）
が
直
轄
高
速
方
式
で
整

備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
区
間
に

つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
用
地
買
収

に
着
手
し
、
平
成
21
年
3
月
に
起
工
式
を

開
催
し
、順
次
、工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

工
事
の
特
徴

・ 

ト
ン
ネ
ル
5
割
、
橋
梁
2
割

　

富
沢
I
C
か
ら
六
郷
I
C
の
区
間
（
以

下
、「
当
該
区
間
」
と
い
う
）
は
、
富
士

川
沿
い
の
急
峻
な
山
岳
地
帯
を
通
過
す
る

こ
と
か
ら
、
延
長
の
約
５
割
が
ト
ン
ネ
ル
、

約
２
割
が
橋
梁
と
な
る
構
造
物
の
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・ 

現
場
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
路

　

当
該
区
間
は
、
富
士
川
に
平
行
し
て
幹

線
道
路
及
び
J
R
身
延
線
が
走
り
、
狭
隘

な
平
地
に
民
家
が
連
担
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
を
回
避
し
現
場
ま
で
ア
ク
セ

ス
す
る
延
長
１
㎞
を
超
え
る
長
大
な
仮
桟

橋
に
よ
る
工
事
用
道
路
を
複
数
設
置
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

・ 

脆
い
地
質
条
件

　

当
該
区
間
は
、
糸
魚
川
・
静
岡
構
造
線

の
付
近
を
並
行
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
地
質
が
脆
く
、
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
で
は
、

掘
削
面
の
崩
落
、
地
盤
の
膨
張
に
よ
る
断

面
変
形
、
お
よ
び
掘
削
中
の
湧
水
な
ど
、

当
初
想
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
事
象
が
発

生
し
た
た
め
、
支
保
工
の
見
直
し
、
ト
ン
ネ

ル
補
助
工
法
の
追
加
、
止
水
対
策
の
追
加

な
ど
の
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

橋
梁
構
造

　
当
該
区
間
に
は
、
橋
梁
が
41
橋
計
画
さ
れ
、

そ
の
内
訳
は
Ｐ
Ｃ
橋
が
13
橋
、
鋼
橋
が
28
橋

と
な
り
ま
す
。
橋
梁
の
設
計
で
は
、
構
造
性
、

施
工
性
、
環
境
適
応
性
、
維
持
管
理
性
、

経
済
性
等
を
総
合
的
に
検
討
し
決
定
し
て
い

ま
す
。Ｐ
Ｃ
橋
に
つ
い
て
は
、一
例
と
し
て
、

維
持
管
理
性
の
観
点
か
ら
塗
装
塗
替
え
が

不
要
で
あ
る
点
、
施
工
性
の
観
点
か
ら
現
場

内
へ
の
大
型
部
材
の
搬
入
が
な
い
点
等
で
場

所
打
ち
Ｐ
Ｃ
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

i-C
onstruction

の
取
組
み

　

当
該
区
間
で
は
、
複
数
の
工
事
で

i-Construction

の
取
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
P
C
5
径
間
連

結
ポ
ス
テ
ン
コ
ン
ポ
桁
橋
の
長
戸
川
橋
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
３
次
元
モ
デ
ル
に
よ
る
設
計
照
査

　

設
計
図
を
３
次
元
モ
デ
ル
で
作
成
す
る

こ
と
に
よ
り
配
置
が
複
雑
で
あ
る
Ｐ
Ｃ

ケ
ー
ブ
ル
と
鉄
筋
の
干
渉
、
排
水
管
と
検

査
路
の
干
渉
等
、
２
次
元
で
は
イ
メ
ー
ジ

し
に
く
い
箇
所
を
３
次
元
で
表
現
す
る
こ

と
で
照
査
精
度
の
向
上
に
繋
が
り
ま
し
た
。

②
施
工
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
作
成  

　
に
よ
る
施
工
計
画
の
可
視
化

　
３
次
元
施
工
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を

作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
架
設
工
の
可
視
化

や
、
連
結
部
の
長
尺
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
に
よ
る

締
固
め
時
の
可
視
化
等
、
施
工
性
の
確
認
や

作
業
者
の
理
解
度
向
上
に
繋
が
り
ま
し
た
。

③
４
Ｄ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
3
D
モ
デ
ル
と
施
工
ス
テ
ッ
プ
を
関
連
付
け

る
4
D
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
（
3
D
＋
時
間
軸
）

に
も
取
組
み
工
程
の
可
視
化
を
行
う
こ
と
で
、

施
工
手
順
の
妥
当
性
を
確
認
、
進
捗
予
想
を

明
確
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

④
遠
隔
臨
場
で
の
段
階
確
認

　

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
Ａ
Ｓ
Ｐ
を
利
用
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
用
い
て
、

遠
隔
臨
場
で
段
階
確
認
を
実
施
し
ま
し
た
。

発
注
者
の
移
動
時
間
が
省
か
れ
る
た
め
立

会
の
日
程
調
整
が
容
易
と
な
り
、
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
も
有
効

で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

山
梨
〜
静
岡
間
の
全
線
開
通

　

平
成
31
年
３
月
10
日
、
下
部
温
泉
早
川

I
C
〜
六
郷
I
C
の
区
間
（
延
長
8
・
4 

㎞
）が
開
通
。続
い
て
令
和
元
年
11
月
17
日
、

富
沢
I
C
〜
南
部
I
C
の
区
間
（
延
長

6
・
7 

㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
着
工
か
ら
十
年
余
の
歳
月
を

経
て
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の
最
後
の
未

開
通
区
間
で
あ
っ
た
南
部
I
C
〜
下
部
温

泉
早
川
I
C
（
13
・
2
㎞
）
が
、
令
和
3

年
8
月
29
日（
日
）16
時
に
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
山
梨
〜
静
岡
間
が
全
線
開

通
し
、
東
名
高
速
道
路
と
新
東
名
高
速
道

路
、
中
央
自
動
車
道
が
高
速
道
路
に
よ
り

直
結
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

開
通
式
典
で
の
期
待
の
声

　

開
通
当
日
は
、
参
加
者
や
会
場
施
設
の

縮
小
、
受
付
で
の
検
温
や
手
の
消
毒
、
参

加
者
の
離
隔
の
確
保
、
マ
イ
ク
の
交
換
、
参

加
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
の
W
E
B
に
よ

る
ラ
イ
ブ
配
信
を
実
施
す
る
な
ど
の
対
策

を
と
っ
た
上
で
開
通
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

来
賓
か
ら
は
、
開
通
後
の
期
待
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

・ 

産
業
面
で
は
、
清
水
港
や
富
士
山
静
岡

空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
り
、
山
梨

県
の
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
の
農
産
品
が
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
付
加
価
値
の
高
い
状
態
で
輸
出
可

能
と
な
る
。

・ 

山
梨
県
水
素
燃
料
電
池
バ
レ
ー
構
想
と

静
岡
県
や
中
京
圏
の
自
動
車
産
業
と
の
連

携
も
視
野
に
入
る
。

・ 

被
災
に
よ
り
中
央
道
が
寸
断
し
た
場
合
、

首
都
圏
方
面
へ
の
広
域
的
な
迂
回
路
と
な

り
、
国
土
強
靱
化
の
面
で
も
重
要
で
あ
る
。

全
線
開
通
後
の
交
通
状
況

　

今
回
開
通
し
た
区
間
の
交
通
量
（
速
報

値
）
は
、
平
日
で
は
7
7
0
0
台
／
日
、

休
日
で
1
万
1
4
0
0
台
／
日
で
す
。一
方
、

並
行
す
る
国
道
52
号
の
交
通
量
は
約
２
割

減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
休
日
の
大

型
車
は
4
割
減
少
し
、
国
道
52
号
か
ら
中

部
横
断
自
動
車
道
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

接
続
す
る
有
料
区
間
の
交
通
量
も
、
開

通
前
に
比
べ
て
、
平
日
で
3
割
増
加
、
休

日
で
4
割
増
加
し
て
い
ま
す
。

整
備
効
果

　
今
回
の
開
通
に
よ
り
、
山
梨
県
か
ら
静
岡

県
の
県
庁
間
の
所
要
時
間
が
約
70
分
短
縮
さ

れ
95
分
と
な
り
、
こ
の
時
間
短
縮
に
よ
り
、

物
流
の
効
率
化
、
産
業
の
活
性
化
、
観
光
交

流
の
拡
大
に
よ
る
地
域
雇
用
の
創
出
な
ど
、

地
域
経
済
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

①
海
外
輸
出
の
促
進

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
整
備
に
よ
り
、

山
梨
県
か
ら
国
際
拠
点
港
湾
ま
で
の
輸
送

時
間
が
最
大
約
80
分
短
縮
さ
れ
、
合
わ
せ

て
清
水
港
で
は
農
水
産
物
の
輸
出
促
進
に

向
け
、
リ
ー
フ
ァ
ー
コ
ン
テ
ナ
電
源
供
給

設
備
等
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
整
備
、
清
水
港

の
取
り
組
み
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
山
梨

の
主
要
農
産
品
で
あ
る
モ
モ
・
ブ
ド
ウ
等

の
青
果
物
の
海
外
へ
の
輸
出
を
さ
ら
に
促

進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

②
企
業
立
地
の
促
進

　

山
梨
〜
静
岡
間
の
全
線
開
通
に
あ
わ
せ
、

中
部
横
断
自
動
車
道
の
沿
線
で
は
、
高
速

道
路
へ
の
良
好
な
ア
ク
セ
ス
性
か
ら
、
既

に
新
た
な
企
業
立
地
が
進
展
し
て
お
り
、

地
域
の
雇
用
創
出
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

③
富
士
山
を
囲
む
周
遊
観
光
ル
ー
ト
形
成

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
よ

り
、
富
士
山
を
囲
む
新
た
な
広
域
周
遊
観

光
ル
ー
ト
が
形
成
さ
れ
、
首
都
圏
・
中
京

圏
か
ら
の
国
内
観
光
や
富
士
山
静
岡
空
港
・

清
水
港
を
玄
関
口
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
を
は
じ
め
と
す
る
山
梨
・
静
岡
両
県
に

お
け
る
観
光
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
整
備
効
果
以
外
に
も
、
今
回

▲ 「バイ・ふじのくに」山梨物産市（10月23・24日開催）

▲ 山梨県から輸出港までの輸送ルート

の
全
線
開
通
日
に
合
わ
せ
て
高
速
バ
ス
の

甲
府
〜
静
岡
線
が
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
山
梨
・
静
岡
両
県
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
バ
イ
・
ふ
じ
の
く
に
」
に
て
、
開
通

後
の
10
月
23
･
24
日
に
静
岡
市
で
開
催
さ

れ
た
物
産
展
で
は
、
多
く
の
方
々
が
来
場

し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
残
る
ミ
ッ
シ
ン

グ
リ
ン
ク
で
あ
る
山
梨
県
北
杜
市
長
坂
か

ら
長
野
県
佐
久
穂
町
八
千
穂
ま
で
の
区
間

に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
お
よ
び
長
野
県
に

お
い
て
都
市
計
画
お
よ
び
環
境
影
響
評
価

の
手
続
き
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
山

梨
県
や
長
野
県
等
の
関
係
自
治
体
と
連
携

し
て
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
に
向

け
、
肝
胆
を
砕
い
て
参
り
ま
す
。


